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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　繊維補強コンクリート製の壁高欄用ブロックであって、

　板状の本体部と、

　前記本体部の前面側および裏面側に張り出すように当該本体部の下端に形成された基礎

部と、

　前記本体部の裏面側に張り出すように当該本体部の上端に形成された頭部と、

　前記本体部の裏面、前記基礎部の上面および前記頭部の下面により囲まれた空間を複数

の分割空間に分割するように間隔をあけて形成された複数のリブと、を備えていることを

特徴とする、壁高欄用ブロック。

【請求項２】

　前記空間の両側端を遮蔽する一対の側板部を備えていることを特徴とする、請求項１に

記載の壁高欄用ブロック。

【請求項３】

　前記頭部の両側端に箱抜きが形成されていることを特徴とする、請求項１または請求項

２に記載の壁高欄用ブロック。

【請求項４】

　前記本体部の前面と前記基礎部の上面との角部にハンチ部が形成されており、

　前記ハンチ部には、前記本体部を挟んで前記分割空間と対向する位置に、ボルト用凹部

が形成されていることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の壁高
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欄 用 ブ ロ ッ ク 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 橋 や 高 速 道 路 等 に お い て 、 道 路 の 側 端 部 に 設 置 さ れ る 壁 高 欄 と し て 、 コ ン ク リ ー ト

製 の も の が 採 用 さ れ る 場 合 が あ る 。 従 来 の コ ン ク リ ー ト 製 壁 高 欄 は 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー

ト に よ っ て 、 充 実 断 面 に 構 築 さ れ て い る の が 一 般 的 で あ る 。

　 壁 高 欄 を 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ り 構 築 す る 場 合 に は 、 鉄 筋 の 配 筋 、 型 枠 の 設 置 、 コ

ン ク リ ー ト 打 設 ・ 養 生 等 を 必 要 と す る た め 、 手 間 と 時 間 が か か る 。 そ の た め 、 プ レ キ ャ ス

ト 製 の 壁 高 欄 を 採 用 す る こ と に よ り 、 工 期 短 縮 化 を 図 る 場 合 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １

， ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ０ ７ １ ９ ０ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ６ ９ ０ ３ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 の 壁 高 欄 は 、 充 実 断 面 に す る こ と で 重 量 お よ び 強 度 を 確 保 す る も の で あ る た め 、 設

計 指 針 の 改 定 等 に よ り 高 強 度 化 が 求 め ら れ る 場 合 に は 、 断 面 を 大 き く す る 必 要 が あ る 。 と

こ ろ が 、 壁 高 欄 の 大 断 面 化 は 、 重 量 の 増 加 を 招 く た め 、 床 版 や 主 桁 等 の 下 位 構 造 物 へ の 影

響 が 大 き い 。

　 本 発 明 は 、 前 記 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ り 、 下 位 構 造 へ の 影 響 が

少 な く 、 か つ 、 耐 衝 撃 性 を 有 し た 壁 高 欄 を 構 築 す る こ と を 可 能 と し た 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク を

提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 製 の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク で

あ っ て 、 板 状 の 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 前 面 側 お よ び 裏 面 側 に 張 り 出 す よ う に 当 該 本 体 部

の 下 端 に 形 成 さ れ た 基 礎 部 と 、 前 記 本 体 部 の 裏 面 側 に 張 り 出 す よ う に 当 該 本 体 部 の 上 端 に

形 成 さ れ た 頭 部 と 、 前 記 本 体 部 の 裏 面 、 前 記 基 礎 部 の 上 面 お よ び 前 記 頭 部 の 下 面 に よ り 囲

ま れ た 空 間 を 複 数 の 分 割 空 間 に 分 割 す る よ う に 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ た 複 数 の リ ブ と を 備

え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

　 か か る 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク に よ れ ば 、 耐 衝 撃 性 の 高 い 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト を 使 用 し て い

る た め 、 部 材 の ス リ ム 化 に よ る 軽 量 化 を 可 能 と し て い る 。

　 ま た 、 リ ブ に よ り 耐 衝 撃 性 を 確 保 し て い る た め 、 衝 突 に 対 す る 安 全 性 を 確 保 で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 前 記 空 間 の 両 側 端 を 遮 蔽 す る よ う に 形 成 さ れ た 一 対 の 側 板 部 の 外 面 に 凹 部 が 形 成 さ れ て

い れ ば 、 隣 り 合 う 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク 同 士 の 接 合 部 に 充 填 さ れ た 目 地 材 が 凹 部 に 入 り 込 む こ

と で 、 せ ん 断 キ ー が 形 成 さ れ る た め 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク 同 士 の 接 合 性 が 向 上 す る 。 さ ら に

、 前 記 頭 部 の 両 側 端 に 箱 抜 き が 形 成 さ れ て い れ ば 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク 同 士 の 接 合 性 が さ ら

に 向 上 す る 。

　 な お 、 前 記 本 体 部 の 前 面 と 前 記 基 礎 部 の 上 面 と の 角 部 に ハ ン チ 部 が 形 成 さ れ て お り 、 前

記 ハ ン チ 部 に は 、 前 記 本 体 部 を 挟 ん で 前 記 分 割 空 間 と 対 向 す る 位 置 に ボ ル ト 用 凹 部 が 形 成

さ れ て い る の が 望 ま し い 。

　 さ ら に 、 前 記 頭 部 に 埋 設 さ れ た 吊 イ ン サ ー ト を 備 え て い れ ば 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク を 揚 重
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機 等 に よ っ て 容 易 に 吊 持 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク に よ れ ば 、 下 位 構 造 へ の 影 響 が 少 な く 、 か つ 、 耐 衝 撃 性 を 有

し た 壁 高 欄 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク の 設 置 状 況 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク の 表 面 側 か ら 望 む 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 同 壁 高 欄 用

ブ ロ ッ ク の 裏 面 側 か ら 望 む 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク の 平 断 面 図 、 （ ｂ ） は 高 さ 調 整 ボ ル ト を 示 す 拡 大 断 面

図 で あ る 。

【 図 ４ 】 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク の 設 置 状 況 を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 表 面 側 か ら 望 む 斜 視 図

、 （ ｂ ） は 裏 面 側 か ら 望 む 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 既 設 の 高 架 橋 形 式 の 高 速 道 路 に お け る 床 版 更 新 工 事 に お い て 、 既 設 の

壁 高 欄 に 換 え て 設 置 す る 新 設 の 壁 高 欄 を 構 築 す る た め の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ に つ い て 説 明

す る 。

　 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 床 版 ２ の 側 端 部 に 、 橋 軸 方 向 に 沿 っ て 連 設

さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 床 版 ２ は 、 鋼 製 （ い わ ゆ る 鋼 床 版 ） で あ る が 、 床 版 ２ を 構 成 す る 材

料 は 限 定 さ れ な い 。

　 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 外 側 に は 、 遮 音 壁 ３ が 並 設 さ れ て い る 。 遮 音 壁 ３ は 、 床 版 ２ の 側

端 面 に 固 定 さ れ た 取 付 部 材 ３ １ を 介 し て 立 設 さ れ た 支 柱 ３ ２ を 利 用 し て 形 成 さ れ て い る 。

支 柱 ３ ２ は 、 張 出 ブ ラ ケ ッ ト ３ ３ お よ び 貫 通 ボ ル ト ３ ４ を 介 し て 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ （ 頭

部 １ ２ ） に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 遮 音 壁 ３ の 構 成 お よ び 取 付 方 法 は 限 定 さ れ る も の で は

な い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ は 、 圧 縮 強 度 １ ５ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上 を 有 す る 超 高 強 度

繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト （ Ｕ ｌ ｔ ｒ ａ 　 ｈ ｉ ｇ ｈ 　 ｓ ｔ ｒ ｅ ｎ ｇ ｔ ｈ 　 Ｆ ｉ ｂ ｅ ｒ 　 ｒ ｅ ｉ

ｎ ｆ ｏ ｒ ｃ ｅ ｄ 　 Ｃ ｏ ｎ ｃ ｒ ｅ ｔ ｅ ： Ｕ Ｆ Ｃ ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 壁 高 欄 用 ブ

ロ ッ ク １ を 構 成 す る 材 料 は Ｕ Ｆ Ｃ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト

で あ っ て も よ い 。 ま た 、 Ｕ Ｆ Ｃ の 配 合 は 、 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。

　 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ 、 基 礎 部 １ １ 、 頭 部

１ ２ 、 一 対 の 側 板 部 １ ３ ， １ ３ 、 複 数 の リ ブ １ ４ ， １ ４ ， … お よ び ハ ン チ 部 １ ５ を 備 え て

い る 。

　 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 大 き さ は 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 本 実 施 形 態 の 壁 高 欄 用 ブ ロ

ッ ク １ は 、 橋 軸 方 向 の 長 さ が ２ ｍ 、 高 さ が １ ． ０ ５ ｍ 、 厚 さ （ 基 礎 部 １ １ の 幅 ） が ０ ． ４

ｍ に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 工 場 等 に お い て 生 産 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 製 の 壁 高

欄 用 ブ ロ ッ ク １ を 搬 入 し て 、 現 地 に て 床 版 ２ に 固 定 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 体 部 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 板 状 に 形 成 さ れ て い て 、 基 礎 部 １ １ の 上 面 に 立 設 さ れ

て い る 。 本 実 施 形 態 の 本 体 部 １ ０ は 、 橋 軸 方 向 の 長 さ が ２ ｍ 、 高 さ （ 基 礎 部 １ １ の 上 面 か

ら 頭 部 １ ２ の 下 面 ま で の 長 さ ） が ９ ０ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ が ４ ５ ｍ ｍ に 形 成 さ れ て い る が 、 本 体

部 １ ０ の 寸 法 は 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 基 礎 部 １ １ は 、 本 体 部 １ ０ の 下 端 に 形 成 さ れ た 板 状 の 部 位 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、

基 礎 部 １ １ は 、 本 体 部 １ ０ の 前 面 側 お よ び 裏 面 側 に 張 り 出 す よ う に 形 成 さ れ て い る 。 本 体

部 １ ０ と 基 礎 部 １ １ は 、 断 面 視 逆 Ｔ 字 を 呈 し て い る 。

　 本 実 施 形 態 の 基 礎 部 １ １ は 、 幅 （ 橋 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ ） が ４ ０ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ
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が ５ ０ ｍ ｍ を 呈 し て い る が 、 基 礎 部 １ １ の 寸 法 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。

　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 基 礎 部 １ １ に は 、 後 記 す る ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ お よ び 分 割 空

間 １ ７ ａ の 各 々 の 位 置 に 対 応 し て 、 貫 通 孔 １ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 各 ボ ル ト 用 凹

部 １ ５ ａ お よ び 各 分 割 空 間 １ ７ ａ に 形 成 さ れ る 貫 通 孔 １ １ ａ の 数 は 限 定 さ れ る も の で は な

い 。

　 ま た 、 基 礎 部 １ １ の 四 隅 近 傍 に は 、 高 さ 調 整 ボ ル ト ６ が 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 で

は 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 長 手 方 向 両 端 部 に 形 成 さ れ た ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ ， １ ５ ａ お よ

び 分 割 空 間 １ ７ ａ ， １ ７ ａ に そ れ ぞ れ 高 さ 調 整 ボ ル ト ６ が 設 け ら れ て い る 。

　 高 さ 調 整 ボ ル ト ６ は 、 基 礎 部 １ １ を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ た ボ ル ト ６ １ と 、 基 礎 部 １

１ に 埋 め 込 ま れ た ナ ッ ト ６ ２ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ボ ル ト ６ １ は 、 ナ ッ ト ６ ２ に 螺 合 さ

れ て い る と と も に 、 先 端 が 基 礎 部 １ １ の 下 面 か ら 突 出 し て い る 。 ま た 、 ボ ル ト ６ １ の 頭 部

は 、 基 礎 部 １ １ の 上 面 か ら 突 出 し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 頭 部 １ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ の 上 端 に 形 成 さ れ て い る 。 頭 部 １ ２ は 、 本

体 部 １ ０ の 裏 面 側 に 張 り 出 す よ う に 形 成 さ れ て い る 。 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ は 、 本 体 部 １ ０

、 基 礎 部 １ １ お よ び 頭 部 １ ２ に よ り 、 断 面 視 ユ 字 状 を 呈 し て い る 。

　 本 実 施 形 態 の 頭 部 １ ２ は 、 ２ ５ ０ ｍ ｍ の 幅 （ 橋 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ ） を 有 し て

い る 。 ま た 、 頭 部 １ ２ は 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 長 手 方 向 中 央 部 の 厚 さ が （ 高 さ ） が そ れ

以 外 の 部 分 よ り も 大 き く な っ て い る 。 な お 、 頭 部 １ ２ の 形 状 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、

例 え ば 、 全 長 に わ た っ て 同 一 の 厚 さ を 有 し て い て も よ い 。

　 図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 頭 部 １ ２ の 両 側 端 に は 、 箱 抜 き １ ２ ａ ， １ ２ ａ

が 形 成 さ れ て い る 。 箱 抜 き １ ２ ａ は 、 頭 部 １ ２ の 上 面 と 側 面 （ 他 の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ 側

の 面 ） と の 角 部 に 形 成 さ れ て い て 、 上 面 お よ び 側 面 が 開 口 し て い る 。 な お 、 箱 抜 き １ ２ ａ

の 形 状 は 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 本 実 施 形 態 で は 、 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。

　 ま た 、 頭 部 １ ２ に は 、 上 面 に 開 口 す る 吊 イ ン サ ー ト １ ６ ， １ ６ が 埋 め 込 ま れ て い る 。 本

実 施 形 態 で は 、 各 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ に ２ つ の 吊 イ ン サ ー ト １ ６ を 埋 め 込 ん で い る が 、 各

壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ に 埋 め 込 ま れ る 吊 イ ン サ ー ト １ ６ の 数 は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 吊 イ ン

サ ー ト １ ６ は 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 前 面 ま た は 裏 面 に 開 口 す る よ う に 埋 め 込 ま れ て い て

も よ い 。 さ ら に 、 吊 イ ン サ ー ト １ ６ は 、 必 要 に 応 じ て 埋 め 込 め ば よ く 、 省 略 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 一 対 の 側 板 部 １ ３ ， １ ３ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ の 背 面 、 基 礎 部 １ １

の 上 面 お よ び 頭 部 １ ２ の 下 面 に よ り 囲 ま れ た 空 間 １ ７ の 両 側 端 を 遮 蔽 し て い る 。 本 実 施 形

態 の 側 板 部 １ ３ は 、 厚 さ が ７ ０ ｍ ｍ に 形 成 さ れ て い る が 、 側 板 部 １ ３ の 厚 さ は 限 定 さ れ る

も の で は な い 。

　 側 板 部 １ ３ の 外 面 （ 隣 接 す る 他 の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ 側 の 面 ） に は 、 凹 部 １ ３ ａ ， １ ３

ａ が 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 １ ３ ａ は 、 側 板 部 １ ３ の 上 部 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で

は 、 上 下 ２ 箇 所 に 四 角 錐 台 状 の 凹 部 １ ３ ａ ， １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る が 、 凹 部 １ ３ ａ の 形

状 、 数 お よ び 配 置 は 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 複 数 の リ ブ １ ４ ， １ ４ ， … は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 対 の 側 板 部 １ ３ ， １ ３ の 間

に お い て 、 空 間 １ ７ を 複 数 の 分 割 空 間 １ ７ ａ ， １ ７ ａ ， … に 分 割 す る よ う に 所 定 の 間 隔 を

あ け て 形 成 さ れ て い る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 ７ 枚 の リ ブ １ ４ ， １ ４ ， … が 等 間 隔 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 リ ブ １

４ は 、 厚 さ が ７ ０ ｍ ｍ に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 リ ブ １ ４ の 数 、 ピ ッ チ お よ び 厚 さ 等 は 限

定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ハ ン チ 部 １ ５ は 、 図 １ お よ び 図 ２ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ の 前 面 と 基 礎 部 １

１ の 上 面 と の 角 部 に 形 成 さ れ て い る 。

　 ハ ン チ 部 １ ５ に は 、 複 数 の ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ

は 、 本 体 部 １ ０ を 挟 ん で 分 割 空 間 １ ７ ａ と 対 向 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。

10

20

30

40

50



(5) JP  6401696  B2  2018.10.10

　 ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ は 、 基 礎 部 １ １ の 上 面 が 露 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 基 礎 部 １

１ に は 、 貫 通 孔 １ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ １ ａ に は 、 固 定 用 の Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ の 挿 通

が さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ を 床 版 ２ に 設 置 す る 際 は 、 ま ず 、 吊 イ ン サ ー ト １ ６ を 利 用 し て 揚 重

機 に よ り 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ を 吊 持 し た 状 態 で 、 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 。 次 に 、 基 礎 部 １

１ の 四 隅 近 傍 に 設 け ら れ た 高 さ 調 整 ボ ル ト ６ を 利 用 し て 、 基 礎 部 １ １ の 高 さ 調 整 を 行 う 。

壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ は 、 道 路 勾 配 に 応 じ て 傾 斜 し て い て も よ い し 、 水 平 に 配 置 し て も よ い

。

　 続 い て 、 分 割 空 間 １ ７ ａ の 底 部 （ 基 礎 部 １ １ ） お よ び ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ の 底 部 （ 基 礎

部 １ １ ） に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 に Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ を 挿 通 し 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ を 利 用 し て 壁 高 欄 用 ブ ロ

ッ ク １ を 床 版 ２ に 固 定 す る （ 図 ４ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） 参 照 ） 。

　 こ の と き 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ と 床 版 ２ と の 間 に 間 詰 材 ５ を 介 設 す る 。 間 詰 材 ５ は 、 予

め 床 版 ２ の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 設 置 個 所 に 敷 均 し て お い て も よ い し 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク

１ を 所 定 の 位 置 に 配 置 し た 状 態 で 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ と 床 版 ２ と の 隙 間 に 充 填 し て も よ

い 。 本 実 施 形 態 で は 間 詰 材 ５ と し て 、 無 収 縮 モ ル タ ル を 使 用 す る が 、 間 詰 材 ５ を 構 成 す る

材 料 は 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ の 下 端 は 、 床 版 ２ に 固 定 さ れ て い る 。 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ の 上 端 は 、 基 礎 部 １ １ の 上

面 か ら 突 出 し て い る 。 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ の 上 端 に ナ ッ ト ４ ａ を 締 着 す る こ と に よ り 、 壁 高 欄 用 ブ

ロ ッ ク １ が 床 版 ２ に 固 定 さ れ る 。

　 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ に 所 定 の 引 張 力 が 導 入 さ れ る よ う に ナ ッ ト ４ ａ を 締 付 け た ら 、 ボ ル ト 用 凹 部

１ ５ ａ に 間 詰 材 ５ （ 無 収 縮 モ ル タ ル ） を 充 填 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 壁 高 欄 用 ブ ロ

ッ ク １ と 床 版 ２ と の 間 と ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ に 対 し て 同 じ 材 料 の 間 詰 材 ５ を 充 填 し た が 、

そ れ ぞ れ 異 な る 材 料 を 充 填 し て も よ い 。 ま た 、 分 割 空 間 １ ７ ａ に 対 し て も 、 必 要 に 応 じ て

間 詰 材 ５ を 充 填 し て も よ い 。 さ ら に 、 間 詰 材 ５ に 使 用 す る 材 料 は 限 定 さ れ る も の で は な く

、 例 え ば グ ラ ウ ト で あ っ て も よ い 。

　 図 ４ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 間 に も 間 詰

材 ５ を 充 填 す る 。 間 詰 材 ５ は 、 凹 部 １ ３ ａ に 充 填 さ れ た 状 態 で 硬 化 す る 。 硬 化 し た 間 詰 材

５ は 、 凹 部 １ ３ ａ と 噛 み 合 う こ と で 、 せ ん 断 キ ー と し て 機 能 す る 。

　 ま た 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 間 に 注 入 さ れ た 間 詰 材 ５ は 、 箱 抜 き １ ２ ａ 内 に も 充 填

さ れ る 。 な お 、 箱 抜 き １ ２ ａ ， １ ２ ａ に は 、 両 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ ， １ に 跨 が る よ う に 、

鋼 製 プ レ ー ト （ 図 示 せ ず ） を 挿 入 す る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 実 施 形 態 の 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ に よ れ ば 、 耐 衝 撃 性 の 高 い 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト を 使

用 し て い る た め 、 部 材 の ス リ ム 化 に よ る 軽 量 化 を 可 能 と し て い る 。 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の

軽 量 化 に よ り 、 軸 方 向 の 長 さ を 大 き く す る こ と が 可 能 で あ る 。 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 長 さ

を 大 き く す れ ば 、 弱 部 と な る 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 合 部 を 減 ら す こ と が で き る と と

も に 、 接 合 部 の 部 位 数 の 低 減 化 お よ び 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 設 置 回 数 の 低 減 化 に よ り 施 工

の 効 率 化 を 図 る こ と が で き る 。

　 ま た 、 リ ブ に よ り 耐 衝 撃 性 を 確 保 し て い る た め 、 本 体 部 １ ０ の 壁 厚 が 薄 く て も 、 衝 突 に

対 す る 安 全 性 を 確 保 で き る 。

　 側 板 部 １ ３ の 外 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ３ ａ に 間 詰 材 ５ （ 目 地 材 ） が 入 り 込 む こ と で 、 せ

ん 断 キ ー が 形 成 さ れ る た め 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の ず れ に 対 す る 抵 抗 性 （ せ ん 断 抵 抗

性 能 ） が 向 上 す る 。 さ ら に 、 頭 部 １ ２ の 両 側 端 に 形 成 さ れ た 箱 抜 き １ ２ ａ に は 、 間 詰 材 ５

を 充 填 す る と と も に 、 隣 り 合 う 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ ， １ に 跨 っ て 鋼 製 プ レ ー ト を 挿 入 す る

こ と で 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の ず れ に 対 す る 抵 抗 性 が 更 に 増 加 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ハ ン チ 部 １ ５ の ボ ル ト 用 凹 部 １ ５ ａ お よ び 分 割 空 間 １ ７ ａ に 配 設 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 ４ を 利

用 し て 床 版 ２ 固 定 し て い る た め 、 接 合 性 に 優 れ て い る 。
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　 頭 部 １ ２ に 埋 設 さ れ た 吊 イ ン サ ー ト １ ６ を 利 用 す る こ と で 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 揚 重

機 等 に よ る 吊 持 が 容 易 と な り 、 施 工 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 吊 イ ン サ ー ト １ ６ は 、 遮 音 壁 ３

の 支 柱 ２ の 張 出 ブ ラ ケ ッ ト ３ ３ を 固 定 す る 際 に 使 用 す る こ と が で き る 。

　 壁 高 欄 の 一 部 に 損 傷 を 受 け た 場 合 に は 、 損 傷 し た 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ を 別 途 工 場 生 産 し

た 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ に 交 換 す る の み で 補 修 が 完 了 す る 。 そ の た め 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー

ト に よ り 形 成 さ れ た 壁 高 欄 と 比 較 し て 、 損 傷 箇 所 の 補 修 を 簡 易 か つ 早 期 に 行 う こ と が で き

、 ひ い て は 、 供 用 中 の 道 路 の 補 修 に 要 す る 車 線 規 制 の 時 間 短 縮 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 、 前 述 の 実 施 形 態 に

限 ら れ ず 、 前 記 の 各 構 成 要 素 に つ い て は 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 適 宜 変 更 が

可 能 で あ る 。

　 例 え ば 、 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク １ の 設 置 個 所 は 、 高 架 橋 形 式 の 高 速 道 路 に 限 定 さ れ る も の で

は な く 、 あ ら ゆ る 道 路 の 側 端 に 設 置 す る こ と が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 リ ブ １ ４ に 、 橋 軸 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 を 形 成 し て お く こ と で 、 電 気 配 管 を 壁 高

欄 用 ブ ロ ッ ク １ 内 に 配 置 し て も よ い 。

　 ま た 、 凹 部 １ ３ ａ は 、 必 ず し も 形 成 す る 必 要 は な い 。 ま た 、 箱 抜 き １ ２ ａ も 必 要 に 応 じ

て 形 成 す れ ば よ く 、 省 略 し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 １ 　 　 　 壁 高 欄 用 ブ ロ ッ ク

　 １ ０ 　 　 本 体 部

　 １ １ 　 　 基 礎 部

　 １ ２ 　 　 頭 部

　 １ ２ ａ 　 箱 抜 き

　 １ ３ 　 　 側 板 部

　 １ ３ ａ 　 凹 部

　 １ ４ 　 　 リ ブ

　 １ ５ 　 　 ハ ン チ 部

　 １ ５ ａ 　 ボ ル ト 用 凹 部

　 １ ６ 　 　 イ ン サ ー ト

　 １ ７ 　 　 空 間

　 １ ７ ａ 　 分 割 空 間

　 ２ 　 　 　 床 版
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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